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 質　問　事　項 

 

№　１－１　　

高次脳機能障害について

 
 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨

私が今回、高次脳機能障害について取り上げるのは、身近な友人がくも膜下

出血を発症したことがきっかけであります。幸いにも命は助かり、身体的な後

遺症もありませんでした。しかし、退院後、これまでには見られなかった症状

が現れました。 

会話をしていても、数分前の内容を忘れてしまう。予定を立てても、次の行

動に移れない。感情のコントロールが難しくなり、本人も戸惑い、家族もどう

支えればよいのか分からない。 

外見からはまったく分からないため、周囲からは「怠けているのではないか」

「性格が変わったのではないか」と誤解されることもありました。 

私自身も、友人の変化を理解するまでに時間が掛かりました。勉強会にも参

加させていただきました。しかし、これは本人の努力不足ではなく、脳に障が

いが残ったことによる「高次脳機能障害」という状態であることを知りました。 

本市においても、同じように困難を抱えながら生活している方が必ずいら

っしゃいます。外見では分からない障がいだからこそ、行政の理解と支援が不

可欠であります。 

以上を踏まえ、以下質問いたします。 

 

（１）　高次脳機能障害への理解促進について 

高次脳機能障害は外見から分かりにくく、誤解されやすい障がいです。 

市として、市民や支援者への啓発をどのように進めていくのか伺います。
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 質　問　事　項 

 

№　１－２　　

高次脳機能障害について

 
 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨

（２）　相談支援体制の強化について 

2026 年４月施行の「高次脳機能障害者支援法」を踏まえ、本市の相談

支援体制をどのように整備していくのか伺います。 

 

（３）　生活支援の充実について 

高次脳機能障害のある方は、忘れ物が増える、段取りが苦手になるな

ど、日常生活に大きな困難を抱えます。市として、生活支援をどのよう

に行っているのか伺います。 

 

（４）　就労支援について 

高次脳機能障害のある方は、働く力があっても段取りが苦手でミスが

増えるなど、就労に困難を抱えます。市として、就労支援機関との連携

状況を伺います。 


